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土壌 中に於ける放線菌の分布

(第 1報) 平板計数港 の培地及び稀釈慶について

野々村英夫,小 原 巌 :醗酵工学 (J.Fern . Tech.)35,47-49(1957)

(第2報) 新放線菌 Microbisborarosea

野々村英夫,小 原 康 :祝辞工学 (J.Feγ仇.Tech.)35,307-311(1957)

HideoNoNOMURAandYuwao OHARA:Distribution ofActjnomycetes in

thesoil. Part1.SelectionofMediaandlnfluencesofMicrobialDensity on

PlateCoun tMethod. Part2.MicrobisPora,aNew GenusofStreptomyce-

taceae.
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士襲放線菌は抗生物質生産菌の重要な資源であ

るがまた土壌の生成において放線菌の果す役割は

古くから留意されている｡本実験は主として後者

の立場から, ｢腐植生成の綜合研究｣の一部とし

て,その生態を研究しようとするものである｡第

1報では計数方法について検討を加え,第2報で

は分額学的に重要な新放線菌を発見したので新尾

設定について報告した｡

1) Caseinagarandsoilextmctagar

werefound tobesuitablemediaforthe

viablecountofsoilactinomycetesand

commOnsoiltncteria.

ブランヂ-の香味成分について

(第 1報) 香味成分の分離

村木 弘行 :醗辞工学 (J.

2) Intheplate-countingofsoilmicr 0 -

0rganlSmSWithnseinagarorsoilextra-

ctagar,thenumberofcoloniesperplate

wasconsiderablvdecreasedbytheantago-

nisticactionsofcertainorgaェlSmSeven

h alowermicrobialdensitythan200co-
loniesperplate(9孤 ).

3) Amethodofcorrectionofthecounts

wassuggesteda∝ordingtothealmost

fixeddecreasingrateofcoTmtSinvarious

dilutionsofseveralsoil samples.

Fern.Tech.)35,270(1957).

HiroyukiMURAKI:Stud]'es onAromaticComponentsofaGrapeBrandy
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Part1.ThelsolationoftheAromatic

ブランデー成分の検索を行 うため,本研究所で試

醸した柏ブランデー 128.61を試料として,先ず

40cmWidmer分溜管を用いて 10数国の分溜を

練返し,試料をフーゼル油部,低沸点成分部,エ

タノール部,水部の4部分に大別 した｡Table1

にその分骨操作の概要を示す｡

1. 7ーゼルヲ由部

Tablelに示したように試料の分溜残漆から油

状L';上層として分離される部分を7-ゼル油 1と
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Components.

し,その下層の水からエーテルで抽出されるもの

を7-ゼルヲ由2として捕集した｡したがってここ

でフーゼル油と称するのは,エタノールより沸点

が高 く,水にとけ難い成分,及びエ-テルに可膵

で水から抽出され得る成分の蕊称である.

フーゼル油 1及び2は,全く異なる組成を特っ

とは考えられないが,各成分の量的比 率 が異 な

り,したがってその検出の耕易の程度も異なると

思われるので,別個に次報に於ける検索の対象と

した｡共に強いブランデー香を持つ黄色の油状液
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Table1. Fractionationoft九eBrandy

I sampleBrandy
128.6g
:

Rectification-- FractionofLowerBqilingSubstances
2.41

:
Distillate

EihanolioFraction
59.91

二
Residue

二

UnderLayer
仁

Distillatjon
(PotStill)

UpperLayer
仁

IonExchanging-- FreeAcids
:

Saturation withNaCl
二

l i I I
D istiユlate Residue UnderLay er UpperLayer

｣ T J
Extraction with

RectificationRepeated EthylEther

Extract
]

FreeA.cids-.-IonExchanging
]

SaturationwithNaCl

UnderLayer

WateryFraction
65g

Fusel01:l-1
283g

であるが,香はやや異な って い る｡ い ず れ も㌔
AmberliteIRA-410を用いて遊離酸を分･取 し,

その残部に食塩を飽和せしめて脱水 した後,比

重,屈折率,近紫外部1枚光曲線等の静性質を測定

した｡極少丑の 2,4-Diヱ1itrophenylhydrazone

を与える｡

2. 億沸点成分部

l試料の分溜に当り,最初に溜出する部分を秦め

て,任沸点成分の濃縮を行い,また重亜硫酸ソー

ダ,重炭酸 ソーダ,硫酸などの吸収剤を用いて揮

散物質の播集につとめたOこれらの部分には顕著

なアルデヒドの臭気,反応が見られ,また Paper

Chromatograpbyによりメタノール,及びギ酸,

酢酸が検出され,その組合せによるエステルの存

在が推定される｡

3. ェクノール部

香は殆んどェクノールのみに近 く,Vanillin一硫

酸反応は僅かに青色を表すのみで,フーゼル油分

は殆んど残存 していないことが知られる｡ただし

ScFIFF反応は陽性でアルデヒドの存在を示 す｡

4. 水部

すでに殆んど香を持た ず,Vanillin-硫酸反応

も示さないが,PaperChromatograpbyによりギ

醍,酢酸,酪蜜,及び 2,3-BLityleneglycDlと思

われる Spotを認めた.また ScEIFF反応は僅か

に陽性で,これはAcetoinによるものではないか

と考えたが検出は出来なかった｡
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以上の結果今後主として検索の対象となるべき らの搭出成分は差当り本研究の対象か ら除 外 し

ものはフーゼル油部及び低沸点成分部であると認 た｡したがって供試ブランデーとしては,櫓貯蔵

められる.なおプランデ-成分の中で,貯蔵籍か を行わないものをえらんだ.

(第 2報) フ-ゼ7L,油成分 の Paper Chromatography による検索

村木弘行 :嗣酵工学 (J.Fern . Tech.)35,293(1957)

HiroyukiMURAKI:Part2. TheDetectionofSome Components ofthe

FuselOilbyPaperChromatography.

前報に於て柏ブランデーから分離 した7-ゼル Chromatographyによって検索した｡

油 1,2,及びこれから分取 した遊離酸を試料と 実験方準は Tablel に示した通 りである｡

して,そのアルコール,エステル及び酸をPaper

Table1. MethodsofPaperChromatography

Components D erivativeJMobilPhaseisbtionaryPhseL
ColoringReagent

Ⅹanthates n-Butanolsatd.with
2% KOH

seeunder

GroteReagent
2% NaN3

その結果,検出された主要な成分はTable2に

示したが,それらの中で高級なものの異性体につ

いては十分な分離定性は得 られなかったので,こ

の点は後報にゆする｡なおこの他,ザン トゲン酸

法によって2,3Butyleneglyco1-と思われるSpot

が見出された｡また7-ゼル油を験化して蒸溜し

た溜液からメタノールが見出されたが,メタノー

ルは遊離では見出されていないから,明らかにエ

ステル柿成分として存在 しているものと考えられ

る｡しかもフーゼル油部にふくまれている以上,

エタノールより高沸点のエステルと考えられるの

で,恐らく酪較以上の高級酸のメチルエステルと

推定される.他のエステル構成アルコ-ルは,遊

闇のアルコールと分離 して定性することが困黄瑳な

ため確認出来なかったが,エタノールより高沸点

のエステルという点から考えると,ギ酸,酢酸の

エステルはブチル以上の高級アルコールとのエス

テルである可能性が多い｡C≧6のア ル コール

は,酸化生成物からカブーロン酸として検出された

ものであるが,酸化によって対応する炭素数の酸

となるのは第 1級のアルコールのみで,第2,3

級のアルコールは灰累数の少い酸になるから,カ

プロン酸を生成 したのはどのようなアルコールか

決定は出来ない｡C7-C10の間の酸については,

本実験の方法では分冊出来なかった｡

またブ ドウ酒を原料とする木祐ブランデーにつ
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いて全 く同様の実験を行い,上記の粗ブランデー 他には殆んど差異を認めなかった｡

の結果と比較したが, 2,3の成分の量的相違の

Table2. TheDetectedComponentsoftheFuselOil

AIcohols 1 FreeAcids AcidicComponents
ofEsters

F-1,Fuseloil;F-2,Fuseloiト2

_い,IL

■rl.-1ー一1---■トー､.IE日,LI
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〔山梨大醗酵研,No.4,Nov.1957〕

イオン交換樹脂の敢造工業-の応用に関する研究

(第 6報)ブ ドウ酒 中の有害イオンに対する選択吸着の利用について

加賀美元男 :醗酵工学 (J.Fern.Tech.)35,170(1957)

MotO-oKAGAMI:StudiesontheApplicationofIon ExchangePro-

cesstoFermentationlndustries.Part6.0ntheUtilizationoftheSelective

Pow El(I〕(r-Exchangersin theTreatmentofW]'ne

ブドウ酒中に過剰の Fe,Cu を含有する時は

製品の潤濁,或いは褐変の現象を助長し,またブ

ドウ酒貯蔵中に有害菌の発育を妨げるためにも過

剰の Caおよび Mg等を除去する必要 が あ る

が,一方 K はブドウ酒のコク味を維持せしめる

ために必要であるので酒石の結晶を生 じない桂皮

に残す必要がある

イオン交換体がその交換吸着に選択性を有する

ことは従来よりよく知られている事実であるが,

上記のような目的からブ ドウ酒に対 しどのように

選択性を適用出来るかどうかについて知 るため

に,強酸性樹脂および弱酸性樹 脂 の夫 々H型,

Na型を用いてブドウ酒を処理し,K,Ca,Mg,

Feおよび Cuに対する吸着試験をバッチ沃およ

びカラム法によって行った｡

1. バッチ法

イオン交換体のブドウ酒に対 して示す交換吸着

の選択性が流速によって如何なる影静を受け,ど

のような変化を示するを知るため,その接触時間

の相違による各イオンの吸着率の変化並びに樹脂

の選択力と族触時間との関係を追求した｡その結

果まず吸着率の点よりみると強酸性堺脂はその型

式の如何にかかわらず接触時間の影響を余 り示さ

ないが,弱酸性樹脂の方はH型のものよりNa塾

の方が著しく吸着率は良好であり且つ Na塾は接

触時間の相違により吸着率に著しい変化を示すこ

とが認められた｡次にブドウ酒の含有成分に対し

て示す樹脂の選択カとその接触時間との関係につ

いては,絶括的に強酸塑スチレン罪のH型のもの

が優れていることが予想された｡弱酸塾メタク9
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ル酸樹脂においては,そのH型は全くその選択カ

を示さずNa型は CaおよびMgに対し壊触時間

によりその選択カに著 しい変化を示し,このこと

はカラム港の場合におけける流速の影響が大なる

ことを示している｡ なお Feおよび Cuに対して

は強至較型のNa塑と共にいずれも negativeの債

を示した｡

2. カラム法

前記バ ッチ法において表された結果から,弱酸

性樹脂のNa型は流速の条件による選択力の相違

が予測されるため,5,10および 20V.Ⅴ.b.の3

段階の流速によってブドウ酒を処理し他は 10お

よび 20V.Ⅴ.h.で処理した｡その結果,強酸性

樹脂においては CaおよびMgに対してはH塾お

よびNa型との間に,その選択吸着性に余 り差異

は認められないが Feおよび Cuについての選択

力は Na型のものはnegativeであった｡従って試

料ブドウ酒によりFeあるいはCuの含有量が小

であって,これらのイオンに対する選択カの余り

必要と認められないものに対してはH塾による処

理後におけるブドウ酒の酸度の調整も必要とされ

ず,またその品質の上にもH型の場合に比し遜色

がなく有効的な方法と考えられる｡而して弱酸型

樹脂においてはH型は Na型に比して更に極めて

悪く殆んど選択性を示さなかった｡またNa型に

おいてはバッチ法における場合と同様 Feおよび

Cuに対しては,その選択力は negativeの結果

を示し,且つ各イオンに対し流速の影響もかなり

認められ特にCaに対し大なる傾向が認められた｡

以上の結果からブドウ酒中の含有成分より有害
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イオンを選択的に除去するに,イオン交換体の有 性基をNa型となして処理することによりブドウ

する選択吸着性を応用するに当り強酸性樹脂のH 酒より効果的に選択除去することが出来,且つ流

塾をもって処理するか,或いは試料によりFeま 速10-20V.V.h.で樹脂容疎の約 65倍量のブド

たは Cu含有量の小なる場合においては,その清 ウ酒を処理することが可能であるO

(第 7報) べ-キング シェl)--の応用について

加賀美元取 結私昭雄 :醗辞工学 (J.Fern.Tech.)35,175(1957)

Mot0-0 RAGAMIandTeruo UEMATSU :Part7.0nthePreparationof

BakhgSherry

シュリー層額似晶の製造法の一つとして,ブド

ウ果汁を空地稲することによって糖浪皮を増大せし

め,この浪鞘によって増加する果汁の酸度をイオ

ン交換体により調整し,ベーキングを行って試醸

した｡

1. 原果汁に対するイオン交換処理

陽イオン交換体と陰イオン交換体との容琵比を

1:1および1:2となした混床式により,また

陰イオン交換体の単床式によって果汁を処理し50

-70%の酸を除去たし後,エキス分 28-30g/100

mlまで恐縮した.その結果,未処理の洪縮果汁

は約12g/lの絵酸度となり,イオン交換処理した

ものは,いずれも3-5g/lの濃皮を示した.な

お果汁を独縮後,′単床式に-より陰イオン交換処理

したものは紘諾蚊は未処理の放縦果汁の約40% (4,

70g/i)に就少したO次にイオン交換した汲縮果汁

に対し未処理の汲縮果汁を夫々30-50%混和し級

酸6-7g/i,pH4.5-4.8に調整した後,シェリ

-酵母を接種し醗酵せしめ,醗酵液のエキス分が

約9g/100mlとなった時,和製ブランデ-(酒糟

分800)を添加し簡単液の潤精分を約180とした結

果,イオン交換処理によって製造したものは,い

ずれも5-6g/lの蕊酸度となり未処 理 の もの

(llg/l)の約ちらの値を京した｡而して灰分は陽イ

オン交換体を併用したものは 0.6-0.8g/lの含有

丑を示し,pHは4前後の値となった｡

2. 原料シェリー酒のイオン交換処理

原果汁を直火で加熱 し約 Brix300まで恐縮した

後シェリー酔母を接頓して醗辞させエキス分が8

g/100mgとなった時,ブランデーを生成酒の肩精

分が180になる如く添加し,前記の原果汁の場合

と同線にイオン交換処理を行った結果,混床式に

おいては未処理の原料シュリー酒の級酸度 11g/i

より約5-6g/lに滅少し, 灰分は1g/l内外の

値を示し,単床式においては灰分 2g/lとなり約

20%の淑少皮を示した｡

以上の如 くイオン交換処理した原料シュリー肩

および未処理の原料シェリー酒を55-600の混酸

で約40日間ベーキングを行った結果,最も顕著な

変化を示したのは揮発性エステルであって約2-5

倍に増加した｡なおその増加皮に対するイオン交

換処理の影響は認められなかった｡また晶質につ

いては渡瀬前の原果汁に対し陽イオン交換樹脂と

陰イオン交換樹脂との混合比を1:2とした温床

式で処理したもの,および原料シェリ-肩を同じ

く1:2として処理したものが比較的優れた結果

を示した｡

山梨県産ブ ドウ果汁の無横成分 と放射能の測定

加賀美元男 :農産加工技術研究会話 4,92(1957)

Moto10 KAGAMI:SomeMinel･alConstituentsandRadioactjvitiesin

GrapeMusts

ブ ドウ果汁中には無撒成分として少丑の K,Ca 機成分が含有され,その含有量は-股に読業績程

Mg,Na,Mn,Fe,Cu,Poヰ,Soヰ,Cl等の無 多量ではないが,ブ ドウ酒0,､四造およびジュース
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の製造上注目すべきものが少なくないので,本実

験はブ ドウ果汁について,その醜辞並びに貯蔵に

対する基鍵的栄料を得るためその無機成分および

放射能を測定したものである｡

1956年 8月より10月までの期間において,山梨

県内の各地域より新鮮晃を採取 しEE掩泌過して得

られた果汁を試料とした｡而して無機成分として

Ca,Mg,K,Na,Mn,Fe,Cu,Poヰ,Soヰ,C

について測定し,放射能についてはブ ドウ果汁を

加熱灰化し, これをガイガ-管より10mm の距

離におき AlokaDC-1型の計数器により測定し

た｡

以上山梨県産のブ ドウ果汁32点についてその無

頼成分並びに放射能を測定した結果,次の諸点が

明らかにされた｡

1.灰分は 1.8-2.6g/Jの範囲にわたり平均2･2

g/tの含有丑を京し,欧米におけるものに比しや

や低い債を示した｡

2. Caは48-192mg/lの範囲にあり他の国の

ものに比し多い含有量を京したが,Mgは12-10

4mg/lで概 して低い結果を示した0

3. Naおよび Clは,それぞれ 10-27mg/～,

15-33mg/lの範囲の含有量を示した｡

4. Feの含有丑は 1-4mg/Jで欧米のものの

示す値に比し非常に低い含有量に相当するo_これ

は本実験の操作において外部よりのFeの搭解混

入をさけたこともかなり影昏しているものと思わ

れる｡しかし Cuは18-39mg/Jで他の国のもの

に比し非常に多fiの Cuを含有している｡これは

普通果汁あるいはブドウ酒の製造に際して果房の

洗瀬を行わないため,本実験においても直接破砕

蘇 89

搾汁を行ったためもあるが,わが国の多くの地域

において行われているブドウの消毒法に,より多

くの模本的な間笹が存在しているように思 わ れ

る｡

5. PO.および S04はそれぞれ 250-891mg

/lおよび165-283mg/lの添田にあり,またMn

はいずれも痕跡程度の含有丑であった｡

6. ブドウの頓塀により各成分を比訣してみる

と,Mgにおいて白ブドウ果Ij十が赤のものに比し,

やや大なる値を示した他は特記する程度の相違は

認められなかった｡次に産地の異なるブドウ果汁

中の各軽成分については一般に一宮地区の果汁は

K および PO.の含有丑が高く,市川地区のもの

は Ⅹ および Caが少く Mg,Na,Po ヰ,SO4お

よび Clの各成分に比較的富んでいることが認め

られた｡また石和,暮光寺地区のものは概 して

Na,SO4および Clの低い含有丑を示した｡ ま

た Feは前記の如く全般的に低い値を元したが,

cuは勝沼,一宮および石和也区のものに特に多

い傾向がうかがわれた｡

7. 果汁中のF.･隣成分の比率については,まず

晶哲による相速をみると Ca,Mgおよび P04の

含有丑は品番による影響が他の成分に比して大で

ある傾向を示した.次に産地別にみると塩崎他区

のものは一般に 1{,Ca,Na,SO4および C1の

含有割合が高く,日下部地区のものはNa,Cuゐ

よび P04の大なる傾向を示した｡

8. 本冥廟におけるブ ドウ果汁の放射能はいず

れも低 く0.9-5.7countpermin･(C,p･m.)

であり平均 2.4C.p.7m であった｡
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